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1

2025年1月期 経営成績
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連結経営成績

‒ DX需要増加に伴い、主力事業は堅調に推移・注力事業は上振れ

‒ 成長投資による費用増はあるが、売上高・営業利益・経常利益は過去最高を更新

（単位：百万円）

2024年1月期 2025年1月期
前年比

増減額 増減率

売上高 53,124 56,208 +3,084 ＋5.8%

売上総利益 14,096 15,344 +1,248 +8.9%

同率 26.5％ 27.3％ ー +0.8pt

営業利益 6,361 6,696 ＋334 ＋5.3%

同率 12.0％ 11.9％ ー ▲0.1pt

経常利益 6,409 6,807 ＋397 ＋6.2%

同率 12.1％ 12.1％ ー ー

親会社株主に帰属する

当期純利益 4,541 4,040 ▲501 ▲11.0%

同率 8.5％ 7.2％ ー ▲1.3pt

2025年１月期 経営成績
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営業利益の主な増減要因

‒ 売上総利益・営業利益は過去最高を更新、成長投資を含む販管費は増加

営業利益
6,361

営業利益
6,696

（+334）

増収効果

＋1,248

販管費
▲8,647

（▲913）
販管費

▲7,734

売上総利益
14,096

売上総利益
15,344

内、成長投資
(▲716)

• 研究開発費の増加

• 採用活動費の増加

• 就業環境改善費用の増加

• 教育費の増加

• 販管部門人件費の増加

• コンサルティング費の増加

• 販管部門外注費の増加

• 広告宣伝費の増加

FY2024/1 FY2025/1

（単位：百万円）

2025年１月期 経営成績
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事業セグメント別業績

‒ デジタルインダストリーは、自動車業界向けを中心に全事業区分で伸長し増収・増益

‒ サービスインテグレーションは、注力事業のマイクロソフト連携が伸長し増収・増益

2024年1月期 2025年1月期 増減額

売上高 営業利益・率 売上高 営業利益・率
売上高

（増減率）

営業利益

（増減率）

デジタル

インダストリー
18,313

4,100

22.4%
20,016

5,048

25.2%

＋1,702

(＋9.3%)

＋948

(＋23.1%)

サービス

インテグレーション
34,810

6,606

19.0%
36,192

6,856

18.9%

＋1,381

(＋4.0%)

+250

(+3.8%)

全社費用※ － ▲4,344 － ▲5,208 － ▲863

合計 53,124
6,361

12.0%
56,208

6,696

11.9%

＋3,084

(＋5.8%)

+334

(+5.3%)

※全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る費用

（単位：百万円）

2025年１月期 経営成績
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事業区分
売上高

増減率

利益

増減率
ポイント

スマートファクトリー
・工作機械メーカーの投資抑制の影響は残るも、FA開発が伸長し増収

・利益面ではFA開発の増加およびDX伴走支援が増加し増益

コネクティッドサービス
・ビッグデータ分析基盤構築やバッテリーEV関連の車載制御開発が伸長し増収

・利益面では上記案件の増加に伴い増益

中部サービス
・主要顧客における基幹系(設計領域)のシステム開発が堅調に推移し増収

・利益面ではシステム開発の増加に伴い増益

西日本サービス
・物流ソリューション「LogiPull」、顧客システムのリプレースに伴うEOLサービスが増加し増収

・利益面ではEOLサービスが牽引し増益

デジタルインダストリー事業

‒ 売上高（百万円） ‒ 営業利益・同率（百万円・%）

増減率

＋23.1%

＋10％以上 ＋5～10％未満 ±5%未満    ▲5～10％未満            ▲10％以上

2025年１月期 経営成績

4,096 4,642 4,814 

4,164 4,410 4,837 

4,049 
4,466 

5,009 

4,525 
4,795 

5,356 
16,834 

18,313 
20,016 

FY23/1 FY24/1 FY25/1

4Q

3Q

2Q

1Q

増減率

＋9.3%

1,035 1,171 1,245 

926 938 1,149 

844 
964 

1,252 
1,052 

1,027 

1,402 3,857 
4,100 

5,048 

FY23/1 FY24/1 FY25/1

4Q

3Q

2Q

1Q

22.9% 22.4%

25.2%



7© Computer Engineering & Consulting Ltd. All rights reserved.

14.6%

19.0% 18.9%

事業区分
売上高

増減率

利益

増減率
ポイント

サービスインテグレーション
・マイクロソフト連携およびマイグレーション案件が伸長し増収

・利益面では、主力事業のシステム開発および注力事業も押しなべて伸長し増益

プラットフォームアーキテクト
・セキュリティは健闘したが、ICTインフラ構築は自治体向け構築案件の延伸で横ばい

・利益面でもセキュリティは伸長も、DC再編に伴う原価増で微増

グループ会社 ・金融向けシステム開発は一段落も、新規案件や高採算案件へのシフトにより増益

サービスインテグレーション事業

‒ 売上高（百万円） ‒ 営業利益・同率（百万円・%）

＋10％以上 ＋5～10％未満 ±5%未満   ▲5～10％未満          ▲10％以上

2025年１月期 経営成績

7,704 8,580 9,235 

7,514 
8,813 8,684 

7,760 
8,364 8,643 

8,394 
9,053 9,630 

31,372 

34,810 
36,192 

FY23/1 FY24/1 FY25/1

4Q

3Q

2Q

1Q

増減率

＋4.0%

923 
1,668 1,821 

1,143 

1,856 1,522 1,374 

1,468 1,550 1,133 

1,614 1,963 
4,573 

6,606 
6,856 

FY23/1 FY24/1 FY25/1

4Q

3Q

2Q

1Q

増減率

+3.8%
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2,647 3,114 3,380 3,986 

2,528 
2,971 

3,570 

3,926 
2,804 

3,242 

3,376 

4,462 

2,698 

3,428 

4,007 

4,886 

10,677 

12,756 

14,333 

17,260 

FY22/1 FY23/1 FY24/1 FY25/1

22.3%

24.0%

27.8% 28.4%

注力事業の進捗

‒ 顧客のDX需要に沿ったICT利活用提案が奏功し、増収・増益

売上高 営業利益・同率（百万円）

4Q

3Q

2Q

1Q

増減率

＋20.4%
通期営業利益率推移

4Q

3Q

2Q

1Q

増減率

＋22.8%

2025年１月期 経営成績

（百万円・％）

623 
832 975 

1,192 

505 

650 

1,107 

1,178 

644 

785 

908 

1,116 

606 

798 

997 

1,407 

2,376 

3,064 

3,986 

4,894 

FY22/1 FY23/1 FY24/1 FY25/1

目標 161億
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注力事業別進捗状況

‒ モビリティ、マイクロソフト連携、セキュリティが全体をリード

デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー 

生産・物流
ソリューション

売上目標達成率

111.9％

・生産：主要顧客の投資抑制影響は継続も、製造業DX伴走支援が伸長

・物流：空輸業界・自動車業界向けに物流システム開発が伸長

モビリティ
サービス

・自動車業界向けのクラウド開発やビッグデータ分析基盤構築が好調

・バッテリーEV関連の車載制御開発が好調

サ
ー
ビ
ス
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン 

マイクロソフト連携
サービス

売上目標達成率

103.3％

・ローコード開発需要が増加し、Dynamics 365およびPower Platformが好調

・生成AI（Azure OpenAI）サービスによるコンサル案件が増加

マイグレーション
サービス

・クラウド化やセキュリティ強化を目的としたマイグレーションが堅調

・オフコンマイグレーションの引合いが増加

セキュリティ
サービス

・セキュリティ監視サービス（SOC）は教育委員会、医療系市場で案件が増加

・自社製品（SmartSESAME）は金融機関・自治体向けのPCログオンの引合いが増加

DXクラウド基盤 ・クラウド統合基盤「BizAxis」※を当社データセンターにて提供予定

2025年１月期 経営成績

※2025年3月3日よりサービス提供開始
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受注高・受注残高の推移

‒ 受注高・受注残高ともに過去最高を更新

‒ デジタルインダストリー：自動車業界向けを中心とした製造業顧客のICT投資意欲は高く受注も増加

‒ サービスインテグレーション：注力事業を中心に受注は増加も、仕入販売の減少に伴い受注残は減少

受注高 受注残高

+11.7％

+3.6％

FY23/1 FY24/1 FY25/1

増減率

＋6.4%

デジタルインダストリー サービスインテグレーション

+15.2%

▲0.9％

FY23/1 FY24/1 FY25/1

増減率

＋2.6%

2025年１月期 経営成績

10,262 

17,912 

27,907 

35,224 

10,390 

18,311 

27,259 

34,830 

10,853 

18,646 

27,665 

36,083 

4,418 

8,389 

12,653 

17,153 

4,835 

8,921 

13,890 

18,390 

5,332 

10,391 

15,774 

20,533 

14,680

26,301

40,561

52,377

15,226

27,233

41,149

53,220

16,185

29,038

43,440

56,617

１Q ２Q ３Q ４Q １Q 2Q 3Q 4Q １Q ２Q ３Q 4Q

11,022 11,159

13,394
12,317

14,128
13,235 13,819

12,337
13,956

13,064 13,440
12,228

3,343 3,150

3,366

3,340

3,533

3,209
3,712

3,417

3,935
4,158

4,531

3,935
14,366 14,309

16,760

15,657

17,662

16,445

17,531

15,754

17,891
17,222

17,971

16,163

１Q ２Q ３Q ４Q １Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

（百万円） （百万円）



11© Computer Engineering & Consulting Ltd. All rights reserved.

業種別売上高

2024年1月期 2025年1月期
前年比

増減額 増減率

製 造 業

（構 成 比）

23,018

(43.3%)

24,414

(43.4%)
+1,395 +6.1％

通 信･情サビ業

（構 成 比）

14,102

(26.5%)

14,117

(25.1%)
+15 +0.1％

金 融 業

（構 成 比）

4,872

(9.2%)

5,011

(8.9%)
+138 +2.8％

流 通 業

（構 成 比）

3,129

(5.9%)

3,852

(6.9%)
+722 +23.1％

官 公 庁

(構 成 比)

3,580

(6.7%)

4,226

(7.5%)
+646 +18.1％

そ の 他

（構 成 比）

4,420

(8.3%)

4,586

(8.2%)
+165 +3.7％

合 計
53,124

(100%)

56,208

(100%)
+3,084 +5.8％

業種別のポイント

【製 造】

自動車業界向け

システム開発は堅調

【通信・情サビ】

マイグレーション大型案件の

終了に伴い前年並み

【金 融】

インフラ構築案件が増加

【流 通】

CEC SOCおよびPower Platform

新規案件が増加

【官 公 庁】

システム更新需要により増加

（単位：百万円）

2025年１月期 経営成績
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貸借対照表

2024年
1月末

2025年
1月末

増減額 増減率

流動資産 39,005 39,114 ＋109 ＋0.3%

うち現金及び預金 26,714 25,472 ▲1,241 ▲4.6%

固定資産 12,385 13,521 ＋1,136 ＋9.2%

総資産 51,391 52,636 ＋1,245 ＋2.4%

流動負債 9,006 10,389 ＋1,383 ＋15.4%

固定負債 1,597 1,844 ＋247 ＋15.5%

自己資本 40,760 40,365 ▲394 ▲1.0%

自己資本比率 79.3% 76.7% ー ▲2.6pt

ポイント

【資産】増加

売掛金及び

契約資産の増加

【負債】増加

未払法人税等の増加

【自己資本】減少

自己株式の取得による減少

（単位：百万円）

2025年１月期 経営成績
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2

前中期経営計画の振り返り
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業績目標と実績

‒ 経常利益・経常利益率・ROE・配当性向は目標を達成

前中期経営計画の振り返り

2022年1月期
実績

2025年1月期
目標※

2025年1月期実績（2022年1月期比）

売上高 452億円 565億円 562億円 CAGR 7.5%

経常利益 42億円 63億円 68億円 CAGR 16.7％

経常利益率 9.5％ 11%以上 12.1％ ＋2.6pt

ROE 8.7％ 9.2% 10.0％ ＋1.3pt

配当性向 46.1％ 40％以上 44.9％ ▲1.2pt

※2024年1月期決算にて目標修正
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主力/注力事業別・セグメント別売上高推移
前中期経営計画の振り返り

‒ 主力事業は着実に足固めが進み、注力事業の大幅な成長に伴い事業構成比が拡大

‒ セグメント別では両セグメントともに伸長し、特に注力事業が成長を牽引

主力/注力事業別 セグメント別

構成比

＋5.4pt

345
390 404

106

172 161

FY22/1 FY25/1 目標

CAGR

17.4%

CAGR

4.1%

452

293
362 356

158

200 209

FY22/1 FY25/1 目標

CAGR

8.0%

CAGR

7.3%

■ デジタルインダストリー  ■ サービスインテグレーション

562 565

452

562 565

（単位：億円）（単位：億円）

(構成比)
23.6%

(構成比)
76.4%

(構成比)
30.7%

(構成比)
69.3%

(注力)43

(注力)62

(注力)90

(注力)81

■ 注力事業 ■ 主力事業



16© Computer Engineering & Consulting Ltd. All rights reserved.

基本方針の取り組み状況①
前中期経営計画の振り返り

‒ 事業力や人材・技術力、それを支える経営基盤を強化したことにより、業績が拡大

1. 事業力の強化 2. 人材・技術力の強化

注力事業CAGR

17.4%
（FY22/1→FY25/1）

女性従業員比率

21.1％→25.1％

（FY22/1→FY25/1）

従業員純増数

+86名
（FY22/1→FY25/1）

売上TOP30社

売上30％増 

粗利43％増
（FY22/1→FY25/1）

⚫注力事業の強化

‒ 注力事業の売上・利益伸長。モビリティ/マイクロソフト連携/

セキュリティ/マイグレーションの4領域が牽引

⚫サービス拡充

‒ 業種/業務特化型のサービスや新領域でのサービス創出

⚫営業力強化

‒ 営業本部新設。全社横断営業の強化により、売上TOP30社の

売上・粗利が伸長

⚫人材育成

‒ DX・PM人材の育成強化。教育体系を見直し、

育成カリキュラムを充実させ、スキル可視化で効率的な育成へ

⚫採用

‒ 多様な人材獲得へ、リファラル・アルムナイ採用、地方強化

⚫人事制度・福利厚生

‒ 人事制度改定（役割・キャリアパスの見直し）、給与待遇改善、

従業員エンゲージメント強化による働きやすい環境を整備
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基本方針の取り組み状況②
前中期経営計画の振り返り

3. 経営基盤の強化

⚫ ESG

‒ ISO14001取得拠点拡大

‒ コーポレートガバナンス強化

監査等委員会設置会社への機関変更

指名・報酬委員会の設置

社外役員増員・女性役員登用

CO2排出量(2024年度Scope1,2)

45.4%削減
（2016年度比）

年間配当金の増加

40円→55円
（FY22/1→FY25/1計画）

自己株式取得

50億円実施
（FY23/1：20億円

FY25/1：30億円）

健康優良法人
2023/2024認定

⚫社内DX

‒ 全体計画の策定

‒ 業務プロセスの自動化、クラウド活用

⚫財務基盤の強化

‒ 株主還元の強化

‒ 事業力強化を目的とした成長投資の実施
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3

VISION 2030
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環境認識と対応方針
VISION 2030

‒ 急速に変化する環境を成長機会と捉え、事業変革を推進し、顧客から社会へ価値提供を拡大

IT市場

サステナビリティ

先端技術

人口構成

環境認識 対応方針

IT市場の急成長とビジネス環境の変化

⚫ 先端IT市場が急速に拡大し、従来IT市場と同規模に成長

⚫ レガシーシステムの対応・刷新が求められる一方、
先端IT領域での価値提供機会が増加し、ビジネス環境が変化

労働人口の減少による技術継承や人材育成の重要性の高まり

⚫ 団塊ジュニア世代の引退により労働人口が減少

⚫ 高齢技術者からの技術継承や若手技術者育成の重要性が増大

先端技術の急速な進展による顧客ニーズの拡大

⚫ クラウドやAIなどの先端技術が急速に発展

⚫ 先端技術の活用により対応可能な顧客ニーズが拡大

持続可能な社会実現への社会要請の高まり

⚫ ESG投資の加速や非財務情報の開示要請の高まり

⚫ 持続可能な社会の実現への企業貢献が求められている

事業ポートフォリオの進化と変革

⚫ 事業セグメントを再編し、労働集約型からサービス提供型へ移行

⚫ 先端IT技術と従来IT技術の知見を活用し、複雑化する顧客ニーズに
柔軟に対応できるサービスを拡大

採用・育成強化につながる人材施策の進化

⚫ 多様な人材を惹きつけ、能力を最大限発揮する仕組みづくり

⚫ 事業戦略と連動した人材ポートフォリオに沿った施策を推進

先端技術を活用した新たな価値提供の推進

⚫ 従来技術と先端技術を掛け合わせ、提供価値を拡張

⚫ 新たなビジネスパートナーとの連携による先端技術の獲得

⚫ 先端技術を活用した新規事業の創出・提供サービスの拡充

事業を通じた社会課題解決の推進

⚫ サステナビリティ経営を推進し、積極的な対外開示を実施

⚫ 顧客ニーズの具現化を支える、粘り強い組織風土の醸成と人的資本
経営の推進
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パーパス策定
VISION 2030
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VISION 2030の位置づけ

事業変革の加速
（成長期）

⚫ 新たなセグメントによる事業推進

⚫ 提供サービスの拡充・広域拡販

⚫ 成長投資とM&A活動の加速

⚫ 先端技術者の採用・育成の促進

‒ 2030年のありたい姿に向けた6カ年の成長戦略を策定

創出価値の拡大
（拡大期）

⚫ 新たな柱となる事業の確立

⚫ 事業規模の拡大加速

⚫ イノベーションを創出する企業文化の醸成

⚫ 事業を通じた社会的価値の拡大

中期経営計画 2025-20271stステージ 中期経営計画 2028-20302ndステージ

VISION 2030

エッセンシャルカンパニーとして更なる進化と成長
～収益力強化と持続的な成長を両立する事業変革の加速～

VISION 2030 基本方針
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成長戦略
VISION 2030

‒ ２つの成長戦略を軸に、サステナビリティへの取り組みを加速させ、新たな価値を創造

事業モデル転換

環境変化や顧客の課題解決に向けた

提供サービスの拡充と事業モデルの転換

事業領域の面的拡大

主力事業・注力事業の垂直・

水平展開による事業領域の拡大

コーポレート戦略事業戦略

新規事業の創出

新たな収益の柱となる

新規事業の創出

コーポレートガバナンス

ガバナンス体制・運営の

強化と情報開示の充実

社内インフラ強化

ファシリティマネジメントと

社内DXの強化

人材戦略

採用・教育の強化と多様な人材が

活躍できる職場環境の整備

財務戦略

手元資金を適正水準に維持し、

余剰資金を株主還元と成長投資に配分

環境負荷低減、社会貢献、経営の透明性向上を通じた長期視点での社会価値と経済価値の両立の実現サステナビリティマネジメント

1 2
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経営目標
VISION 2030

‒ 収益力強化と持続的な成長の両立を実現し、さらなる企業価値の向上を図る

2025年1月期実績 2028年1月期目標 2031年1月期目標

売上高 562億円 720億円 1,000億円

営業利益/同率 66.9億円/11.9% 86億円/11.9% 143億円/14.4%

当期純利益/同率 40億円/7.2% 62億円/8.6% 100億円/10.0%

ROE 10.0％ 14%以上 20％以上

中期経営計画 2025-20271stステージ 中期経営計画 2028-20302ndステージ
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資本政策
VISION 2030

成長投資の強化

将来に向けた投資

手元資金、事業からの収入を成

長投資に充当、収益性向上を目

指す

⚫ 人材投資

⚫ 研究開発投資

⚫ M&A投資 など

配当

配当性向50%以上を計画

手元資金

成長投資と株主還元の強化を通じ、

手元資金の圧縮に着手

株主還元の強化 資本構成の見直し

‒ ROEを最重要経営指標と位置づけ、成長投資、株主還元、資本構成のバランスを意識し、

株主資本の効率的な活用と企業価値向上を目指す

自己株式取得

自己株式の取得を一定額計画

資金調達

成長投資に向けた資金調達が必要

な場合は、DEレシオ0.5倍を目安

とする

資本効率の向上を目指したキャッシュ・アロケーションの実現

ROE目標値 20%以上
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キャッシュ・アロケーション方針（2025-2030）
VISION 2030

‒ 持続的な企業価値向上のために、稼ぐ力の強化および資本効率の向上を目指す

最優先事項として、積極的な投資、利益成長に応じた安定的な配当および自己株式取得を実施

⚫ 人材投資（給与水準の向上/採用強化・教育など）

⚫ 研究開発投資

⚫ M&A投資

⚫ 設備投資

⚫ 月商3ヵ月分（連結）を目安に保有

事業による収入
(研究開発費・人材投資控除前)

約725億円

成長投資
430億円以上

（約45%）

株主還元
300億円以上

（約30%）

手元資金
250億円規模

（約25%）

手元資金
約255億円
（FY25/1末）

⚫ 配当性向 50%以上

⚫ 総還元性向 平均70%台

⚫ 自己株式取得および消却 120億円目安
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4

中期経営計画 2025-2027
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事業モデル転換
中期経営計画 2025-2027

‒ 変化する市場環境と技術革新に対応するため、事業セグメントを再編

‒ 強みや特徴を生かした“新たな価値”を創造し、持続的な成長を目指す

旧セグメント（製造／非製造） 新セグメント（事業モデル）

長年培ってきた業界知見と顧客理解をもとに、従
来のシステム開発にとどまらず、企画からインフ
ラ設計・構築、運用まで、ワンストップでインテ
グレーションサービスを提供

インテグレーション

セグメント

様々な業界への製品・サービス提供で培ってきた
ICT資産とノウハウを生かし、自社の製品・サービ
スを中心とした、「安心・安全」をコンセプトと
したソリューションを提供

ソリューション

セグメント

モビリティ分野やスマートファクトリー分野の
データ蓄積や分析の知見を生かし、産業間の垣根
を超えたデータ統合やデータ分析の仕組みや基盤
を提供

コネクティッド

セグメント
サービスインテグレーションセグメント

企業・組織の業務改革・改善に必要な、
ICTライフサイクル全般を支援

クラウド、セキュリティ含むICTサービ
ス・製品をトータルで提供

デジタルインダストリーセグメント

製造業のお客様を中心に、業務の効率化や
品質の向上、魅力ある製品づくりを支援す

るICTサービス・製品を提供
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事業シナジー

多様化・複雑化する環境の変化に対応し、

顧客にとって最適な組み合わせ・掛け合わせの

トータルサービスを提供

中期経営計画 2025-2027

‒ 3セグメントの“強み”を掛け合わせることで、多様な顧客ニーズに合わせトータルサービスを提供

⚫ ビッグデータ分析・データ流通など

プラットフォーム型サービスの拡充

⚫ 業界特化型データ活用サービスを提供

‒ 製造業、医療、文教、自動車、物流

データ活用

⚫ 顧客のIT戦略に対応した自社商材の拡充

⚫ データセンターを活用したクラウドサービスや

プラットフォームを提供（ハイブリッド環境）
自社商材

⚫ 多種多様な業種・業界での開発実績を

ベースに顧客のDX化・課題解決を実現

⚫ 企画から開発、インフラ構築、運用まで

ワンストップで提供

開発力

インテグレーションセグメント

ソリューションセグメントコネクティッドセグメント

アカウント深耕と
サービス拡充による

“顧客課題解決”

蓄積された“データを
有効に利活用”し
異業種間をつなぐ

ソリューションを
通じた

“安心安全”の実現

開発力

データ活用 自社商材

Hybrid Integrator
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セグメント別目標値／注力事業
中期経営計画 2025-2027

‒ 売上構成比はインテグレーションが最も高く、コネクティッドとソリューションは伸長率重視

‒ 注力事業はこれまでの実績と市場動向も踏まえ、将来の中核事業を想定して設定

セグメント別目標値

35,707 

43,800 

11,363 

15,200 9,136 

13,000 

FY2025/1 FY2028/1（予想）

インテグレーション

（構成比）63.5%

ソリューション

（構成比）20.2%

（構成比）16.3%

コネクティッド

ソリューション

インテグレーション

コネクティッド

（構成比）21.1%

（構成比）18.1%

（構成比）60.8%

増減率

22.7%

56,208 

72,000 

増減率

33.8%

増減率

42.3%

（単位：百万円）

データマネタイゼーション

28億円 → 40億円

マイグレーションサービス

41億円 → 60億円

セキュリティサービス

45億円 → 65億円

セグメント別注力事業 （単位：億円）

（注力事業比率）

50.0%

（注力事業比率）

26.3%

（注力事業比率）

13.7%
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中期経営計画 2025-2027

40,611 
46,800 

15,597 

25,200 56,208 

72,000 

FY2025/1 FY2028/1(予想)

クラウドサービス

クラウド
増減率

61.6%

非クラウド
増減率

15.2%

（構成比）27.8%

（構成比）72.2％

（構成比）35.0%

非クラウド
サービス

（構成比）65.0％

非クラウド
サービス

クラウドサービス

27.8%

FY25/1実績 FY28/1目標

35.0%

クラウドサービス 非クラウドサービス

クラウドサービス比率

‒ 提供するサービスやシステム基盤においてはクラウド型へのシフトを加速

‒ クラウドサービス比率を伸ばし、さらなる利益率向上につなげる

全社推進事業（クラウドサービス）

売上高 （百万円）
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経営目標

‒ VISION 2030の目指すべき姿に向け、事業変革の加速を推進

中期経営計画 2025-2027

2025年1月期実績 2026年1月期目標 2028年1月期目標

財
務
目
標

売上高 562億円 605億円 720億円

営業利益/同率 66.9億円/11.9% 67.8億円/11.2% 86億円/11.9%

当期純利益/同率 40億円/7.2% 49億円/8.2% 62億円/8.6%

ROE 10.0％ 12％以上 14％以上

中期経営計画 2025-20271stステージ

非
財
務
目
標

CO2排出量 －45.4%
Scope1・2単体 2016年度比

－50.7％

従業員数 2,270名 2,450名 2,950名
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成長投資
240億円以上

（約44%）

株主還元
125億円以上

（約23%）

手元資金
180億円規模

（約33%）

キャッシュ・アロケーション方針（2025-2027）

‒ 持続的な企業価値向上のために、稼ぐ力の強化および資本効率の向上を目指す

最優先事項として、積極的な投資、利益成長に応じた安定的な配当および自己株式取得を実施

⚫ 月商3ヵ月分（連結）を目安に保有

中期経営計画 2025-2027

事業による収入
(研究開発費・人材投資控除前)

約290億円

手元資金
約255億円
（FY25/1末）

⚫ 配当性向 45%以上

⚫ 総還元性向 平均70%台

⚫ 自己株式取得および消却 60億円目安

⚫ 人材投資（給与水準の向上/採用強化・教育など）

⚫ 研究開発投資

⚫ M&A投資

⚫ 設備投資
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37,268 
50,653 55,332 61,996 

1.04 

1.36 1.36 
1.51 

0

25,000

50,000

75,000

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

FY22/1 FY23/1 FY24/1 FY25/1 FY26/1 FY27/1 FY28/1

時価総額 PBR

8.7

14.2

11.6

10.0

0.0

5.0

10.0

15.0

FY22/1 FY23/1 FY24/1 FY25/1 FY26/1 FY27/1 FY28/1

ROE

資本コストや株価を意識した経営

‒ 中期経営計画に沿った成長戦略の推進と、資本コストや株価を意識した経営の実践により、

より一層の企業価値向上に取り組み、ROE 14%以上の達成を目指す

収益力の向上

（単位：百万円）

中期経営計画 2025-2027

市場からの評価資本効率

（単位：％） （単位：倍） （単位：百万円）

14%以上

⚫新セグメントの成長戦略に沿った事業展開にて収益性を向上

⚫注力事業分野の成長を加速させることを目的とした、研究開発投資およびM&Aの継続的な実施

⚫ 40%を超える配当性向と自己株式取得の継続により、手元資金の適正化とともに資本効率の改善を推進

投資家の期待する
資本コストを上回るROEの実現

⚫株主・投資家の期待に応える充実した株主還元と、適切な情報開示、建設的な対話を通じた適正株価の形成

⚫自己株式取得や収益性の向上を通じて一株当たり利益を拡大、適正な評価を得ることで株価向上を目指す
企業価値向上と適正株価の実現

※

※FY23/1は投資有価証券売却による特別利益を計上

株主資本コスト7.5%~8.5%

4,206 4,374

6,361 6,696 6,780

8,600

9.3% 9.1%

12.0% 11.9%
11.2%

11.9%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

0

5,000

10,000

FY22/1 FY23/1 FY24/1 FY25/1 FY26/1 FY27/1 FY28/1

営業利益 営業利益率
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5

2026年1月期 業績見通し
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2026年１月期 通期業績予想

‒ 営業利益は成長投資を含む販管費の増加により、前年並み

‒ データセンター再編に伴う事業計画により、継続した投資予定

（単位：百万円）

2025年1月期

実績

2026年1月期

予想

前年比

増減 増減率

売上高 56,208 60,500 +4,292 +7.6%

営業利益/同率 6,696/11.9％ 6,780/11.2% +84 +1.3%

経常利益/同率 6,807/12.1% 6,820/11.3% +13 +0.2%

親会社株主に帰属する

当期純利益/同率
4,040/7.2% 4,900/8.0% +860 +21.3%

2026年１月期 業績見通し
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事業セグメント別通期業績予想

2025年１月期
実績

2026年１月期
予想

増減

増減額 増減率

インテグレーション
セグメント

売上高 35,707 37,500 +1,793 +5.0%

営業利益/同率 7,588/21.3% 8,040/21.4% +452 +6.0%

内、注力事業 売上高 4,100 4,500 +400 +9.8%

コネクティッド
セグメント

売上高 11,363 12,500 +1,137 +10.0%

営業利益/同率 2,431/21.4% 2,680/21.4% +249 +10.2%

内、注力事業 売上高 2,818 3,100 +282 +10.0%

ソリューション
セグメント

売上高 9,136 10,500 +1,364 +14.9%

営業利益/同率 2,183/23.9% 2,190/20.9% +7 +0.3%

内、注力事業 売上高 4,588 5,500 +912 +19.9%

（単位：百万円）

2026年１月期 業績見通し

全社推進事業
（クラウドサービス）

売上高 15,597 17,780 +2,183 +14.0%

2026年1月期セグメント別売上構成比

ソリューション
セグメント

コネクティッド
セグメント

インテグレーション
セグメント

62%20%

18%
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2026年１月期 成長投資および株主還元

‒ 成長投資と株主還元の着実な実施

2026年１月期 業績見通し

成長投資

※1 本件株式取得が予定通り実行（4月1日）された場合、4月2日から連結子会社
※2 自己株式の保有方針：発行済み株式総数の10％程度を上限とし、超過する株式については毎期末に消却を実施

株主還元

⚫ 注力事業および製品サービスの研究開発を中心に計画

⚫ AI、セキュリティ、クラウドなど先端技術研究の事業への実装を推進
研究開発投資

⚫ 情報システムサービス株式会社の株式取得に関する株式譲渡契約の締結※１

⚫ 案件探索の継続
M&A投資

⚫ 給与水準の向上／採用強化と離職抑制

⚫ 人材DBの構築と人材育成／エンゲージメント向上
人材投資

5億円程度

20億円程度

20億円程度

⚫ 配当性向は40％以上を目標とする

⚫ 2026年1月期は年間配当65円の予定

配当性向

配当金額

⚫ 2025年3月13日に20億円を上限とした自己株式取得および今期内での消却を決議※２自己株式取得

40%以上

年間65円計画

20億円
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10.5%

9.3% 9.1%

12.0% 11.9%

1,538 1,385 
900 

1,842 1,919 

1,133 
834 

1,069 

1,683 1,330 

1,063 

822 1,308 

1,414 
1,544 

1,314 

1,163 
1,096 

1,421 1,903 
5,048 

4,206 
4,374 

6,361 
6,696 

FY21/1 FY22/1 FY23/1 FY24/1 FY25/1

4Q

3Q

2Q

1Q

12,621 11,484 11,801 13,222 14,049 

11,938 
10,957 11,677 

13,223 13,521 

11,423 
11,084 

11,809 

12,829 
13,652 

12,020 
11,693 

12,918 

13,848 
14,986 

48,003 
45,220 

48,206 

53,124 
56,208 

FY21/1 FY22/1 FY23/1 FY24/1 FY25/1

4Q

3Q

2Q

1Q

四半期業績推移

売上高（百万円） 営業利益・同率（百万円・％）

増減率

＋5.8%

増減率

＋5.3%

Appendix
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受注状況

‒ デジタルインダストリーは全サブセグメントで伸長、自動車業界向けを中心にICT投資は活発継続

‒ サービスインテグレーションは注力事業を中心に伸長も、インフラ構築事業では仕入販売が減少傾向

デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー 

スマートファクトリー
・一部工作機械メーカーの投資が復調し受注増加、工場DX案件の引合いは増加

・DX伴走支援サービスが増加傾向にあり、生産管理システムの開発支援が伸長

コネクティッドサービス
・自動車業界向けのクラウド開発、ビッグデータ分析基盤構築、車載制御開発が引き続き好調

・生成AIを活用した品質検証や開発案件が増加

中部サービス ・主要顧客における部品調達システム更新に伴いシステム開発案件が増加

西日本サービス
・物流ソリューション「LogiPull」は空輸業界/自動車業界向けの案件獲得により伸長

・自動車業界向けEOLサービスが増加

サ
ー
ビ
ス
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン 

サービスインテグレーション
・マイクロソフト連携はPower Platform伸長、主力事業では官庁向けシステム開発案件が増加

・マイグレーションはクラウド移行案件が伸長も、主力事業におけるシステム開発は横ばい

プラットフォームアーキテクト
・セキュリティ監視サービス(SOC)は教育/医療系で引合い増加

・ICTインフラ構築事業は構築案件が来期に延伸し減少

グループ会社 ・新規顧客によるシステム開発案件の増加および既存顧客の開発規模拡大により増加

Appendix
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新セグメントによる事業推進

‒ 市場環境の変化と技術革新に対応するため、成長領域を再定義し、3つの事業セグメントに再編

コネクティッドイノベーション

IoTシステム

オートモーティブサービス

コネクティッドイノベーション

IoTシステム

ビジネスイノベーションサービス

インダストリーソリューション

モダナイゼーションサービス

エンタープライズサービス

モダナイゼーションサービス

ビジネスイノベーションサービス

セキュリティソリューション

エンタープライズサービス

クラウドソリューション

ビジネスイノベーションサービス

インテグレーション

セグメント

ソリューション

セグメント

コネクティッド

セグメント

モダナイゼーションサービス

エンタープライズサービス

ビジネスイノベーションサービス

オートモーティブサービス

インダストリーソリューション

クラウドソリューション

セキュリティソリューション

コネクティッドイノベーション

IoTシステム

新セグメント(FY26/1～)

デジタル
インダストリー

セグメント

スマートファクトリーサービス

コネクティッドサービス

中部サービス

西日本サービス

サービス
インテグレーション

セグメント

エンタープライズサービス

AXサービス

プラットフォームサービス

セキュリティサービス

旧セグメント(～FY25/1)

Appendix
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その他の指標

‒ 従業員数の推移 ‒ ROE・営業利益率推移

‒ パートナー人数の推移 ※1 ‒ 配当性向および配当金推移 

8.7%

14.2%

11.6%
10.0%

9.3%

9.1%

12.0% 11.9%

FY22/1 FY23/1 FY24/1 FY25/1

ROE 営業利益率

20 25 25 25

20 
20

30 30

40 45

55 55

46.1%

29.6%

40.7%
44.9%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

0

20

40

60

80

100

FY22/1 FY23/1 FY24/1 FY25/1

中間 期末 配当性向

※2

※22023年1月期 上期は投資有価証券売却による特別利益を計上し5円増配

（名）

（名）

※1 シーイーシー＜単体＞ 請負契約含めず

Appendix

2,248 2,231 2,212 2,184 
2,265 2,239 2,207 2,195 

2,288 2,260 2,230 2,209 

2,324 2,320 2,301 2,270 

1,518 1,513 1,501 1,483 
1,553 1,536 1,512 1,506 

1,558 1,539 1,519 1,505 
1,618 1,607 1,597 1,588 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

FY22/1 FY23/1 FY24/1 FY25/1

連結 単体

1,476 
1,501 

1,546 

1,615 1,627 1,645 1,667 

1,735 
1,711 

1,769 
1,794 

1,764 

1,687 

1,751 1,772 

1,858 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

FY/1 FY23/1 FY24/1 FY25/1
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会社概要

名 称 株式会社シーイーシー 
Computer Engineering ＆Consulting Ltd.

設立年月日 1968年2月24日

上場取引所
2022年4月（プライム市場）
2001年7月（東証一部）

資本金 65億8千6百万円

売上高 562億8百万円（2025年1月期）

各種許認可 ■経済産業省システム監査企業台帳登録企業

■経済産業省情報セキュリティサービス台帳登録企業

■プライバシーマーク認定事業者11820032（13）

■JQA認定
・品質マネジメントシステム

ISO9001:2015（登録証番号JQA-1481）

・情報セキュリティマネジメントシステム

ISO/IEC27001（登録証番号JQA-IM0007）

  ・クラウドサービス情報セキュリティマネジメントシステム

ISO/IEC27017（登録証番号JQA-IC0040）

  ・ITサービスマネジメントシステム

ISO/IEC20000（登録証番号JQA-IT0005）

  ・環境マネジメントシステム
ISO14001:2015（登録証番号JQA-EM7701）

■電気通信工事業 国土交通大臣（般-４）第28700号
（許可年月日：2022年11月21日）

従業員数 2,270名（2025年1月31日現在）

連結子会社 ７社

本社事務所 〒150-0022 東京都渋谷区恵比寿南1-5-5 JR恵比寿ビル

代表者 代表取締役社長 姫野 貴

Appendix

事業内容 ■インテグレーションセグメント

蓄積した現場ノウハウに先端技術を組み合わせた知見で、顧客の潜在ニー

ズを具現化し、牽引型インテグレーションで社会・顧客の課題解決に貢献

■コネクティッドセグメント

企業・産業の垣根を超えて顧客や事業をデジタル技術とデータでつなぎ、

相互接続により新たなビジネスを生み出す創造社会の実現に貢献

■ソリューションセグメント

「安全安心で便利な社会の実現」を目標に掲げ、高度なデータ管理やプライ

バシー保護を担保するデータセンターと、最先端のセキュリティ技術を活

用し、社会全体の効率化や安全性の向上に貢献
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お問い合わせ先

免 責 事 項

◆本資料は、投資を勧誘することを目的として作成されたものではございません。

◆本資料に含まれる将来の業績に関する見通しは、日本経済や情報サービス産業の動向、その他

本資料作成時点において入手している情報による判断および仮定により、算出しております。

従いまして、予想に内在する不確定要因や今後の事業運営における内外の状況変化等により変

動する可能性があることをご承知おきください。

◆本資料の記載内容は、当社の許諾を得ずに複製または転記、転載等を行わないようお願いいた

します。

株式会社シーイーシー

コーポレートグループ 管理本部 財務経理部コーポレートグループ 事業推進本部 経営戦略室 IR担当

046-252-411103-5789-2442

IR@cec-ltd.co.jp
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